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蓋１，県南足柄寵蕊iiii瓢含の雷さんが鑛薊
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UＴ． ６）１３１１（火）に，神奈川県から#i足柄iIf瀧林

組合のIML合鳳１７緒が来訪されました。

午後311#に－行がセンターに到精すると,１階

の展示室において，所長から，

①半島の立体摸側をjWいて、国有林，民ｲ｢lil8の

位髄関係，森林生態系保護地域．緑のＩｉ:il脈・Ｉ１ｉ１立

公園の具体蝋所

②森#|;環境llli報システムの端末を)Ⅱいて，知床

同有林の現ｒＩ:のlU1(隙

などについて税Iリルた後，２階のセミナー鼈に砂

り，センターの堆栃１ｋ1群，森林41蔦態系保池地域，

代表的なM1|木，知床にいる動物などについて，映

像を交えて,税|ﾘしました。
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森林の位置関係を説明しました

腱 Ｆ１岳のL'M關髻力゛'稠搾＝紅罰 知床は，「えぞ梅ルi」を終えようとしていま

す。天気のぐずつく)９１'Ｍ１が短かく,冷涼なのが

特徴です。

，,Ｉ々のトドマツ，ミズナラ，イタヤカエデな

どの,k々は，水分を得て美しい蒋薬を一〃↑きら

きらと1Wl1かせます。海岸の砂匠に咲きほこって

いる幟色のエゾスカシユリ,紅紫色のハマナス

などの花の色は、よ[〕鱒'ﾘ'さを増しているよう

に見えます。また．，,,にはいるとサルメンエピ

辱三屋ｳ(約，ヶ月間，目を楽しませてくれました。
そして，その原生,i,;のr,Iやiiii岸などを森｜､|格

で喉くと，樹木や花の解りが漂ってきて，私た

ち人の気分は良くなります．

このような豊かな自然を求めて，多くの人が

とを砿じさせます。

７１)６［１（Ⅱ）に全国で最も遅いと言われる羅臼岳の山

開き（安全祈願祭）が斜里町ＩＭＩ霧１１１１］（木下小屋）で行われ

ました。当１１は，餐山者．地元斜ｌｉｌｌｌｌ１．１１１騰会会良外関係者，

雑F1I111111が怠きょ延ｌｉ１となったためlil【けつけた雑Ｆ１111J関係音

など約５０人が参り'し，今後の安全，無馴IIikを祈願しました。

なお，繩F1脇は|］水筒名山の－つで，企ＩＲＩから職111愛好家

が訪れ，IiHi上を１１桁したり，硫黄山への縦走にチャレンジし
ています。 神事により安全を祈願しました￣§

斜里町植樹祭
一面に咲きほこるエゾスカシユリ

多くの人が知床を訪れるlMFMjlの始まりであり，初莫であるこ
～６００本のアカエゾマツを倣えました

５ノ］３１Ⅱ（上）に，町の植樹祭が|刑Ｉ１ｌｉされまし

た。

今年度は，会場をl1Iit浜地|天の|』ｲ｢|《|;に侈し，ｌ１ｌＪＩﾉﾘ
から約２００橘の方々が参加し，それぞれ手に鍬や

スコップを排ち，６００本のアカエゾマツを植えま
した。

また，地元から。峰浜小学;技「rl然愛漣少年'１１」

の皆さんが参１１１'し，「美しい知床の圃然をみんなの手
で未来へとり|き継いでいきましょう」と力強く野い
の言葉を述べていました。
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秘かに咲くサルメンエピネ色鮮やかなハマナス
力を合わせて植えました

健Ｆ'岳の'｣｣關髻力雫'，圃維＝紅訂
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『夏の森に暴きの滝を探して』を開催
■ 
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今年度般初の「レクｌＩエーション・illjH1床」を，７１］９日（水）に|)Iillliiしました壱

今回参ｌ川していただいた方は，）111選で選ばれた，』k見市のほか綱走ilf、留辺蕊'１１Jからの男性３

借、父性１４名の！;１．１７名です。ご夫姉２組の外は'二鮒の方がほとんどでした。

今Kilの目的地である「ilMiiきの滝」は，ｌＩｍ別川にある蒋鑛１０ｍほどの滝で，一般｢|f氏の力は見
る機会はほとんどありません。

今年度最初の「鯨とのふれあい」を，６｝１１５日（日）に．１】ＭｉＬました。

参加者は，多数の応募蒋の中から抽選で遊ばれた北見市のほか端野町。網走市からの男性６名，
女性１８譜の計２４橘です．

′Ｆiii腰|ｺは森１１１;センター蝋地内に,職|if他たドラ

ム缶Ji1の簡易炭黛で炭焼き体験をしました。今

回炭にする木は，｜:'５道に被いかぶりＷ１Ｉ蝿になり

切られた木です。

まず鋸で原木を切るところから始め，シュッ

シュッとリズム良く水を切る手倣れた方もいま

した。次に原木を熊に入れ，粘土で窯１１を塞ぎ，

原木へ着火させる１１焚きを行いました。’1焚き

で原木に着火する隙ⅢライダーにかわI)，今|刺

は火起こし道具でチャレンジしました。初めて

火起こし道具を使う〃ばかりでしたが，火j腿こ

しを始めて５分ほどで人きな火種がllljl(，それ

を木くずに移し息を吹きかけるとあっという'111に

大きな炎があがり，「うぉ－１Iという赦窟が上

当１１は，１０時過ぎに現地に到継し，①万一熊

に出会った場合の対処法，②蝉のjM処法．③ウル

シかぶれに注意，④ダニに注意などの注意・説

Iﾘ]を受け，準lWi体操で体をほぐした後，一列にな

り，トＩｉ１ﾉﾘに分け入りました。入ってすぐに，「何

だ，ｻｰﾘ･かきは短いじゃない」との声が上がりま

した。’111道から林内を兇ると，高さ１ｍほどのク

マイーリ:-けがうっそうと生えているように見えるの

で．そう思われるのも(Ｌ〃ありません。

途''１，ミズブーラ，イタヤプノエデ。トドマツ，イ

チイなどの特徴，川途，緒の由来を職興から聞き，

ゴゼンタチバナ，マイヅルソウ，オオヤマフスマ

などの棚物を観察しながら，３０分mlでポンホロ

沼に利端しました。残念ながら，水無しのポンホ

ロ椚跡になっていました。

’１，州iい〕I､称「馬の11『」を過ぎ，幌別川に向けて

坂を下っていきました。「これだけlくるってこと

は，IMIりは延々と登りってことだな～」とのため

息まじりの声も出ました。

オホーツク圏では珍しい「エゾユズリハ」群落

を眺めつつ，足元に｜･分注意しながら。’MiL別川に

たどり;ifきました。眺鵬台から，勢いよく水を落

としている「IMFきの滝」を堪能し，曝食をとりま
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炭材を窯に入れています 樹木の説明を聞いています

犬きな炎があがり，ｌうお－１ｊという飲満が上がりま

した。その勢いもあり，参加背は次々に火起こしにチャ
レンジしましたが，炎を立ち上げるのは雌しいようでし

た。

無事に原木に7iW:火した後，炭のj１１途について，11(Ⅱ|や庭

に炭を入れると良いことや冷蔵庫や1寺駄術に炭を入れた

ら臭い匂いが111|えたこと，また佗瓶に入れると花が長持

ちすることなどの体験磯をお話しました。参ｊｌ１１者の方々

から，「炭の効111を実際に試してみます」との声があり
ました．

午後からは，知床'111ﾐに向かう途rl1にある勵然観察教育
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火起こしにチャレンジ

林へ移動し，幻の刑とllFば;↑1る「ポンホロ

糟」を一周する１６１然iiM察を行いました。身

支度を整えた一行は，Ivf々で倒木の俊別や

キノコの役割等の,iIilﾘ]を受け，幹周り３ｍ

のミズナラの径を!;|ったり，クマゲラが餌
を取るために空けたＭｉれ木や，トドマツに

付いた熊の爪痕などを観察しました。

今年は沼に水があり，’|ﾘ]方曇っていた空

も観察会の始まるI1Xには青空となり，ノ1<IHi

に映る雑F1厩を望みながら森の爽やかな空

気に浸りコース約３ｋを歩き，快い汗を流
し111＃途につきました。皆さんには，あらか

じめ焼いておいた炭をおみやげとして持ち
WI1ってもらいました。

クマゲラの食痕を見つけました

した。

厩からは，川辺に峰I〕，澄んだ水に

触れ，その冷たさを感じ取りました。

「魚がいるぞう」との声に，すぐさま

人だかりが出来ました。よく見ると。

ヤマメが10匹ほど泳いでいました。

ふもとはこのところ連Ⅱ２５度を脳

えていましたが．ここは知床の露ﾄ１６の

rl1．ひんやりとした空気が漂い。気分

を'一分にリフレッシュできました。そ

のせいか。帰りの坂も思ったほど疲れ

ることもなく登りきり，約４時間の[`ｌ

然lM(嘘を終了しました。このミズナラの直径は１ｍ以上ありました 針広混交林，羅臼岳を背景に記念写真
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